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研究要旨：頭頸部がんの放射線療法後に出現する口腔乾燥症状は咀嚼や嚥下、味覚など

の機能障害だけでなく、齲歯や口臭の原因となり患者の QOL が低下する。しかしながら、

口腔乾燥症状に対する治療は対症療法でしかないのが現状である。そこで頭頸部がん患者

の放射線療法後の口腔乾燥症状に対して鍼治療を行い、その安全性ならびに有効性を検証

した。 

 

Ａ．研究目的 

頭頸部がんの放射線療法後の口腔乾燥症

に対し鍼治療を用いた統合医療的アプロー

チによる臨床試験を行い、安全性の検証と

有効性に関するエビデンスを創生すること 

である。 

 

Ｂ．研究方法 

鍼治療は顔面、頸部の経穴（左右 5 箇所

ずつ）に対して、週 1 回で 8 週間の合計 8

回行った。安全性を主要評価項目とし、他

に自覚症状に関する QOL ならびにサクソ

ン法にて唾液量を測定した。 

（倫理面への配慮） 

本研究は大阪大学医学部附属病院臨研究

倫理審査委員会の承認(13122-2)を得て行

った。 

 

Ｃ．研究結果 

・鍼治療は安全に実施することができた。 

・自覚症状の口渇、味覚に関しては有意に

改善したが、咀嚼、嚥下に関して差は見ら 

れなかった。 

・QOL 評価では、XI では変化が見られな

かった。MDASI-Jの症状点数に関しては有

意に改善したが、生活の支障に関しては変

化が見られなかった。QOL-RTIに関しては、

全般用では変化が見られなかったが、頭頸

部用では有意に QOLが改善した。 

・唾液量は有意に増加した。 

 

Ｄ．考察 

頭頸部がん患者への放射線療法後の口腔

乾燥症状に対する頭頸部への治療は安全で

自覚症状の改善や QOL の向上に繋がると

思われた。 

 

Ｅ．結論 

頭頸部がん患者への放射線療法後の口腔

乾燥症状に対する頭頸部への鍼治療は安全

に施行できることが確認できた。 

 

Ｆ．健康危険情報 

抜鍼時に軽微な出血を認めたが、それ以

外の所見は認められなかった。 

 



Ｇ．研究発表 

 1.  論文発表 

 なし 

 2.  学会発表 

 1）日本癌治療学会（2013年 10月） 

 2）全日本鍼灸学会（2014年 5月） 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む。） 

 1. 特許取得 

 なし 

 2. 実用新案登録 

 なし 

 3.その他 

 特記すべき事なし 


